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はじめに

渡島管内の農業は、水稲や畑作、野菜、花・果樹、畜産など多

岐にわたっており、気候の優位性を活かした特色ある農業が営ま

れています。

一方で、他の地域とたがわず、渡島管内においても、農家戸数

の減少や労働力不足が深刻化していることから、渡島総合振興局

では、労働力不足解決の一助となることを目的として、ICTを活

用したスマート農業の普及推進や、省力化技術の実証試験に取り

組み、地域適性や効果などを確認してきました。

本書は、渡島管内農業の特色の一つである施設園芸における省

力化・高度化技術の一部について、STEP１からSTEP４に分け

て紹介するほか、実証試験の結果をまとめ、今後の持続可能な渡

島農業スタイル確立のための参考資料として作成しました。

本書が省力化・高度化技術の一層の推進に繋がれば幸いです。
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STEP１

１ 課 題

ハウス内の温度管理省力化 コスト
省力化

２ 解決へ向けた提案

低コストでハウス内温度管理を省力化するため、ハウス側窓の「自動
換気装置の導入」を提案。

● 栽培管理の省力化（小）

日々のハウス開閉作業のほか、朝・夜に温度を確認するための見回

りが不要となることから、作業負担の減少に繋がり、他の作業に充て

ることができます。

● 収量・品質の向上（小）

設定した温度で栽培することができ、収量・品質の向上が期待でき

ます。

３ 自動換気装置のメリット

ハウス内が設定した温度に保たれるよう、自

動換気装置が自動で温度を調整します。

※温度を計測するセンサー、制御盤と電源

が必要となります。

労働力不足で、ハウス内温度管理の見回りが大変。

小

ハウス内の温度管理が不十分で、生育障害が発生して

しまう。
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４ 主な自動換気装置

こちらで紹介している製品以外
にも、様々なメーカーがあります。
自分の目的に合った製品を導入
することが大切です。
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商品名 電動カンキットN くるファミAceⅢ

メーカー 東都興業(株) (株)誠和

機器イメージ

必要なもの
電動カンキットNの制御盤（温度センサー付

き）、トランス盤、駆動機　など

くるファミAceⅢの制御盤、駆動機など

 [オプション]コントロールタイマー、サーモ

スタット、Aceサーモ

電源定格電圧 AC100V / AC200V AC100V / AC200V

温度表示範囲 ー５～60℃ ―

特徴など

２系統の温度設定が可能であり、設定した温

度になるように、巻上げ・停止・巻下げの信

号出力を駆動機に送ることで、５段階制御に

よる自動運転、リモコン運転（遠隔操作）が

可能。

専用タイマーで時間による自動開閉、専用

サーモスタットで温度により自動全開・全閉

が可能。

また、オプションのAceサーモでより細かな

温度制御が可能。

制御盤 駆動機 制御盤 駆動機

商品名 ロールエースＡ

メーカー 渡辺パイプ(株)

機器イメージ

必要なもの

ロールエースＡの制御盤（温度センサー付

き）、駆動機など[オプション]雨センサー、

増設盤

電源定格電圧 AC100V / AC200V

開閉温度設定 0～60℃

特徴など

間口９m以内のハウスの側面換気に使用する

ことができ、計測した温度によって最大５段

階に分けて動作することで、急激な温度変化

を防ぐことが可能。

業界初の３年保証付き。

制御盤 駆動機



５ 渡島管内における導入事例

（１）導入事例概要
場 所：北斗市
品 目：レタス
栽培期間：3月中旬定植、5月中旬収穫
使用機器：くるファミＡＣＥⅢ（誠和）

センサー位置作物上50cm 設定温度15℃
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（２）調査結果
①換気作業

慣行（手動換気）ハウスでは、１日２回程度、多い日で６回。
自動換気設置ハウスでは、手動による換気は行わなかった。

②ハウス内温度
平均気温、最低気温には差がなかったが、最高気温は慣行ハウスの

方が高い日が多かった。
③生育・収量

定植後32日の生育は、自動換気設置ハウスでやや優ったが、収量は
慣行ハウスと同等であった。

（制御盤）

〈ハウス内温度の推移〉

（駆動機）



区分

生育調査(定植後32日) 収量調査（ハウスあたり）

最大葉長

（㎝）

結球外
葉数（枚）

結球径
（㎝）

玉数 重量 平均
一玉重
（ｇ）２Ｌ Ｌ Ｍ 合計 ２Ｌ Ｌ Ｍ 合計

自動換気 17.4 15.8 5.8 0 2,610 80 
2,690
(102)

0 1,305 32 
1,337

(101）
497 

手動換気 14.0 15.5 4.3 0 2,640 0 
2,640
(100)

0 1,320 0 
1,320
(100)

500 

〈生育・収量の推移〉

（３）農業者のコメント
自動換気導入で、換気作業が省力できることがわかった。
１棟導入しておくと、他ハウスの換気の目安になる。

（４）導入時の注意点
停電時の駆動機の動かし方を確認しておく必要がある。
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STEP２ 自動かん水装置による省力化

設定した時間や量となるよう、自動でかん水作業を行うことができる
「自動かん水装置(タイマー式)の導入」を提案。

２ 解決へ向けた提案

かん水作業は時間と労力がかかり、特に夏場は頻繁な水や

りが求められるため、作業が大変。

３ 自動かん水装置のメリット

● 栽培管理の省力化（小）
水やりを自動化することで、労働時間の減少に繋がり、他の作業に

充てることができます。

● 収量・品質の向上（小）
自動かん水装置の導入により、過剰な水やりや水不足を防ぐことが

でき、収量・品質の向上が期待できます。

● 効率的な水資源の活用
必要なタイミングで必要な量の水を散布できるため、余分な水を抑

えることができ、水資源の効率的な利用に繋がります。

小
コスト
省力化

１ 課 題

作物や季節毎により、必要な水量が異なるため、手作業ではムラ

が出やすく、適切な水量の調節が難しい。
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タイマー式自動かん水装置のほか、温度や日射量、
土壌水分に応じた自動かん水装置等もありますが、
導入コストが高くなります。費用や機能を考慮し、
自分にあった装置を導入しましょう。

タイマー式の自動かん水は、あらかじめ設定した時間や間隔に自動でかん水します。
設備がシンプルで、低コストで導入しやすいのが特徴です。



STEP３ 連作障害の回避と省力化

土壌を使用しない『隔離ベット養液栽培「うぃずOne」』の導入を提
案。
うぃずOneは、「水稲育苗ハウスや遊休ハウスなどの有効活用」を目的に、栽培管理が容
易、安価な栽培システムを作ることが可能となる、JA全農が開発した隔離ベット養液栽培
システムです。

２ 解決へ向けた提案

コスト
省力化

〈パッケージ内容〉
①潅水制御機(ミニシステム)及び潅水資材

②プラスBOX(隔離栽培槽)など

③養液栽培用肥料

④培土

中

● 土壌病害の回避で収量の向上（中）

隔離ベット栽培のため、土壌病害の影響を抑えることが可能です。

● 栽培管理の省力化（中）

土壌消毒、耕起、水やり、施肥、除草等の省力化が可能です。

● 遊休ハウス・育苗ハウスの有効活用

発泡スチロール箱等を用いた栽培ベットであるため、他の養液栽培システムと

比較して、設置・移動が容易で、遊休ハウスや水稲育苗ハウスでの利用や、連作

障害のある場所でも栽培が可能です。

● 安価な導入コスト

自主施行も可能なので、他の養液栽培システムよりも安価なコストで導入する

ことができます。

１ 課 題

３ 隔離ベット養液栽培（うぃずOne）の特徴

連作・土壌病害が発生してしまい、収量・品質が低下。

水稲育苗ハウスや遊休ハウスを有効活用したい。

作付面積を拡大したいが、労働力不足で難しい。
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４ 隔離ベット養液栽培（うぃずOne）の導入概要

〈導入したほ場の写真〉

これらの特徴から、「うぃずOne」は、
効率的・経済的な養液栽培システムの一
つとして、注目されています。

ミニシステム・潅水資材

【ミニシステム（潅水制御機）】
・制御装置は電池で作動するた
め、配電設備が不要。
・水源は、検査に合格した一定
の水質・水圧・水量が必要。

【潅水資材】
・圧力損失による水圧低下を防
ぎます。
・適用水圧内で１時間あたり２L
の吐出量に制御します。

・発泡スチロールに
よる断熱効果により、
夏期高温時期の根
域温度上昇を防ぎ
ます。

・蓋のリバーシブル
仕様による、作毎の
定植位置の変更が
可能です。

・隔離床栽培により
土壌病害・塩害・冠
水の影響を受けづら
いです。

プラスBOX(隔離栽培槽)

潅水制御と水タンク プラスBOXによるトマト栽培
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５ 渡島管内における導入事例

年度

収量(kg/10a)
土耕比
(％)うぃず

One
土耕
(参考)

R2 11,128 9,731 114

R3 12,183 10,132 120

R4 11,415 9,088 126

〈表１ 令和２～４年の収量結果〉
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（１）うぃずOne導入事例概要（R2～４）
場 所：北斗市
品 目：トマト
栽培期間：5月上旬定植

11月中旬収穫終了
栽植密度：3,584本/10a

（株間31cm×畝幅180cm）

（２）調査結果
表１のとおり、収量は「11～12t/10a」と安定。農業者自身

の養液栽培技術も年々向上し、土耕と比較して高くなっていった。
また、定植作業の軽減、かん水の省力化にもなった。
ただし、栽培槽の設置と片付けが大変なので、うぃずOneトマト

の後作にほうれん草、白菜などの冬春野菜が作付けしづらくなる。
栽培槽は、ヤシガラのラッピング培地に変更しても問題なく栽培

可能のため、後作がない場合はラッピング培地で栽培した方が設置
作業を軽減でき、コストも抑えることができる。



（３）導入費用
5.4ｍ×50mハウス4棟(≒10a)
２本仕立て（1箱につき２株４本）で導入する場合
・導入経費…2,800,000円
・年間経費…580,000円

(耐用年数を加味)

項目 内容 導入経費(万円)

システム関係 制御機 10

培地 発泡箱、土、軽石 110
排水関係 垂木、ビニール 20

給液関係
ドリッパー、液肥混入機、

タンクなど
120

その他 グランドシートなど 20
合計 280

１１



STEP4 環境制御によるスマート化

・STEP１・３から更なる見える化・高度化を図り、品質・収量の向上を図りたい。

・ハウス内の環境モニタリングや、遠隔操作・自動制御を行いたい。

・ハウス内管理を後継者やパート従業員などに任せたいが、データ化されたマニュア

ルなどが無いため、管理作業を任せることが難しい。

２ 解決へ向けた提案

スマート農業技術の一つである「環境制御システム（アルスプラウト
等）」の導入を提案。

コスト
省力化

〈環境制御システムとは〉

・日射量に応じた自動かん水の実施

・作物が光合成を行うのに必要なCO₂濃度の調整

・ハウス内の温度・湿度調整

・ハウス内の温度上昇等の警報メール設定

・遠隔でのハウス内環境の設定や制御 等々

大

〈環境制御でできること〉

１ 課 題
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制御盤

温度・湿度
センサー

CO₂
センサー

液肥タンク

CO₂

発生
装置

側窓
巻上機

ハウス側窓、かん水
装置、CO₂発生機
などの機器を制御

ポンプ

ハウス内環境をスマート
フォンやパソコンで確認
し、遠隔操作可能。
（実際にハウスに行かず、
状況把握が可能）

加温機

イメージ図

ハウス内環境(温度、湿度、CO₂、光など)を、作物の生育に適した環境となるように設定し、
モニタリングデータに基づき、自動で換気やかん水、CO₂施用、加温など複合的に制御する
技術です。

温度

日射
センサー

日射 CO₂湿度

クラウドにデータ
が蓄積

循環扇

４G回線等

４G回線等



３ 環境制御システムのメリット

● 栽培管理の省力化（大）

ハウス内環境や、液肥などの管理作業の自動化による労働力削減が可能です。

● 収量・品質の向上（大）

作物に適した生育環境が作りだせるため、品質・収量の向上が期待できます。

● 栽培管理の見える化

ハウス内環境をデータ化「見える化」することで、栽培管理の問題や課題を解

決することが可能となり、地域に適した栽培マニュアル化が可能です。

また、マニュアル化することで、新規就農者にも対応が可能となります。

４ 主な環境制御機器（アルスプラウト(株)製）

渡島総合振興局では、比較的安価で購入可能なアルスプラウト(株)製のDIY型

環境制御システムを導入した実証試験を行ったので、その機器を紹介します。

５ 環境制御システムを活用するには

● 環境制御システムを導入しただけでは、収量・品質は向上しません！
環境制御システムの効果を発揮するために知識を深めるほか、得られた

データの活用や改善など、より良い栽培環境を追求していくことが重要です。

● 過剰な設備投資とならないよう注意しましょう！
環境制御の機器は、多くの機能が付いた様々な物がありますが、

スペックが高いほど高額となります。また、セットで導入するほど効果
は高くなりますが、初期投資が高額となります。

自分の施設や、目的に必要な機能を考え、過剰な投資とならないよう
気をつけましょう。
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モニタリング機器 制御機器

製品名

（メーカー）

内気象ノード

(アルスプラウト)

制御ノード

(アルスプラウト)

機器イメージ

特徴
・DIYによる組み立てのため、低コストで導入可。

・モニタリング項目、制御項目を自由に選択可能。



（１）導入事例（日射比例給液制御の養液栽培）
場 所：北斗市
品 目：トマト
培 地：ヤシガラ培地
栽培期間：５月上旬定植、11月中旬収穫終了
機器制御：Arsprout DIY キット 制御ノード
環境測定：Arsprout DIY キット 内気象ノード
換気装置：電動カンキット
給水装置：スナオタイマー

６ 渡島管内における導入事例

0

10

20

500

1,500

2,500

7/1 7/11 7/21 7/31 8/10 8/20 8/30 9/9 9/19 9/29

(ml/1株)積算日射量 日射比例の給液量 タイマーの給液量(推定)
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（２）調査結果(R6)
日射比例制御はタイマー制御(推定)と比較して、日々の天候の

変化に応じて給液量をこまめに調節できるため、無駄がなくなった。
収量品質は、作業遅れ、病害の発生などがあったが、地域平均並

の収量となった。

〈積算日射量と給液量の推移〉

（ハウス内）(5月) （制御ノード）



(３) 導入費用
間口 5.4m、長さ50mのハウス4棟（≒10a）で導入した場合、

導入経費は405万円、耐用年数を加味すると年間50万円となった。

秀 優 良並 外

等級

3L 2L L M

S 2S 3S

規格

秀優品率67％ M以上割合71％ 収量 (t/10a)

全体 10.2

製品 9.1

地域
平均

8.1

項目 内容
導入経費
(万円)

システム関係 制御機、環境測定機など 60

培地 ヤシガラ培地 35

排水関係 ベンチ部材一式など 170

給液関係
ポンプ、電磁弁、液肥混入機、

貯水タンクなど
120

その他 グランドシートなど 20

合計 405

※1

※2

※1 内気象ノード、かん水タイマー、講師派遣料：約22万円を含む。

※2 パイプベンチを使用しなければ、より安価にできる。
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